
お詫びと訂正「これでわかる拡散MRI　第 3版」

p.104「総論　Stejeskal-Tanner信号値モデルの拡張から解析・表示まで」
の“図 1　Stejskal-Tanner信号モデルのさまざまな拡張”内の［混合ガウシ
アン］の 3D（右段）にあります【Ball and Stick】と【CHARMED】の数式が
入れ替わっておりました。訂正してお詫び申し上げます。
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総　論
Stejeskal-Tanner 信号値モデルの拡張から解析・表示まで

関連項目 p.106  Bi-exponential 信号値モデル，p.108  DKI 信号値モデル，p.112  拡散テンソル表現，p.114  拡散尖度テンソル表現，
p.116  1D q-space ，p.118  3D q-space および q-ball 解析，p.120  その他のモデル・モデルのフィッティングについて

（増谷佳孝）

前章までに述べた生体内の拡散現象とそのMRイメージングにおける物理，実際の撮像法に続
いて，第 4章では撮像された画像データから生体の形態，構造および機能に関する情報を抽出する
ための理論および手法について記述する．第 2章において拡散強調像に対して最も基本的な Ste-

jskal-Tannerによる信号値モデルが紹介された［p.66の式（9）］が，拡散MRIデータの処理・解析
に対しては，本書で紹介するものを含めて実にさまざまなモデルや手法が提案され続けている．こ
れらを一覧して見れば Stejskal-Tannerモデルを出発点としてさまざまな拡張や応用が行われてき
たことがわかる．図 1はこれらの発展のうち本書で取り扱う主要なものを，画像信号値の記述式と
ともに整理したものである（各数式の記号や参考文献は該当する項目を参照されたい）．また，こ
れらの発展は以下の３つの観点により解釈することが可能である．
（1）３次元への拡張による拡散異方性の記述
（2）非ガウシアン性拡散の記述（混合ガウシアン，拡散尖度，およびモデルフリー）
（3）生体構造（特に線維構造）の推定

図１　Stejskal-Tanner 信号モデルのさまざまな拡張
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4. 拡散 MRI の解析と表示
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4. 拡散 MRI の解析と表示

（誤）

（正）


